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著　　　　　書

1） 米山奈奈子（2016）　健康問題としての性暴
力，性暴力被害者へのこころのケア．日本フォ
レンジック看護学会（編）フォレンジック看護．
医 歯 薬 出 版， 東 京，pp. 19-21, pp. 29-32, 

pp. 164-170.

総　説・解　説

1） 米山奈奈子（2016）　理解して生かす保健師用
語　第 14回『アディクション』用語の定義・
解説．地域保健 47，78-79.

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） 大島　徹，安部寛子，志賀健一郎，大谷真紀，
岩瀬博太郎，美作宗太郎（2016）　処方歴のな
いシルデナフィルおよび国内未承認薬ダポキ
セチンが検出された急死事例．法医学の実際
と研究 59，165-170.

2） 大谷真紀，佐藤　隆，鈴木文登，藤原元幸，
大島　徹，美作宗太郎（2016）　歯科所見によ
る身元確認訓練における目的の設定．Forensic 

Dent. Sci. 8，14-18.

学　会　発　表

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 第 100次日本法医学会学術全国集会，6月，東
京

1） 大島　徹，大谷真紀，大谷隆浩，高橋　聡，
橋本　学，美作宗太郎（2016）　死戦期に生じ
たと思われる後腹膜出血の一例

2） 美作宗太郎，大島　徹，大谷真紀（2016）　子
どもが過去に受傷した打撲傷の観察はどこま
で可能か？ ～陳旧打撲傷を証拠化する試み～

2. 第 8回日本子ども虐待医学会学術集会，7月，
福岡

1） 美作宗太郎，大島　徹，大谷真紀（2016）　特
殊波長光線による陳旧打撲傷の可視化～紫外
光は本当に有効なのか？～

3. 第 41回日本精神科看護学術集会，6月，盛岡
1） 米山奈奈子（2016）　あなたの大切な人とお酒
の関係～アルコール関連問題の理解と対応に
ついて～　公開講座

（b）地方会
1. 第 17回日本法医学会学術北日本集会・法医学
談話会第 103回例会，10月，仙台

1） 大谷真紀，大島　徹，美作宗太郎（2016）　歯
科単純 X線口外撮影法の散乱線量測定～どの
ぐらい離れれば安全なのか～

法　医　科　学　講　座

（旧法医学）

教　　　 授 美　　作　　宗 太 郎
非常勤講師 鈴　　木　　元 太 郎
講　　　 師 大　　島　　　　　徹
助　　　 教 大　　谷　　真　　紀
技術職員再雇用（兼） 目　　黒　　ひ と み
大 学 院 生 米　　山　　奈 奈 子（4月～）
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2） 大島　徹，吉川　洋，大谷真紀，美作宗太郎
（2016）　網膜剥離や眼底出血を伴った重症感
染症の 2剖検例

（c）研究会
（ii）地方規模

1. 第 7回柏の葉臨床研究会，5月，柏
1） 美作宗太郎（2016）　法医学からのフィード
バック～日常診療における「しまった！」を
減らすために～

2. 能代市山本郡医師会医学講演会，9月，秋田
 1） 美作宗太郎（2016）　法医学入門～死体検案で
知っておきたいこと～

3. 平成 28年度東北ブロック児童相談所児童福祉
司研究協議会，10月，秋田

1） 美作宗太郎（2016）　児童虐待の現場において
気になる損傷をいかに記録するか

そ の 他・講 演

1. 日本医師会死体検案研修，1月・2月，東京・
仙台・大阪

1） 美作宗太郎（2016）　家庭内虐待，乳幼児死亡 

2. 秋田いのちの電話相談員養成講座，6月，秋田
1） 米山奈奈子（2016）　アルコール ･ギャンブル・
買い物などの依存症について 

3. 平成 28年度第 1回依存症問題を抱える家族の
集い，7月，秋田

1） 米山奈奈子（2016）　薬物依存症を理解する． 

4. 秋田市子ども未来センター　平成 28年度第 1

回相談事業スーパーバイズ及び事例検討会，7

月，秋田
1） 米山奈奈子（2016）　子ども虐待と DV被害．
相談者を受け止めるコツ 

5. 平成 28年度東京都児童虐待対応研修，8月，東
京

1） 美作宗太郎（2016）　気になる損傷をいかに記
録するか

6. 青森県被害者支援センター主催公開講座，10月，
青森

1） 米山奈奈子（2016）　性暴力被害の影響を理解
する～多職種連携の必要性～

7. 大曲仙北学校保健会主催「学校保健を語る会」，
12月，大仙

1） 米山奈奈子（2016）　子どものインターネット
利用を考える～ネット依存・サイバー暴力を
中心に～ 

その他・刊行物

1） 米山奈奈子（2016）　『ここが聞きたい』アル
コール依存症．秋田魁新報 10月 15日．

2） 米山奈奈子（2016）　性暴力被害に看護ケア
を．秋田魁新報 11月 2日．
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著　　　　　書

1） 前田恵理（2016）　第 2章　ヘルスリテラシー
の歴史と広がり．福田　洋，江口泰正（編）
ヘルスリテラシー　健康教育の新しいキー
ワード．大修館書店，pp. 東京，24-35.

総　説・解　説

1） 村田勝敬，岩田豊人，前田恵理（2016）　職場
の健康管理－生活習慣を再考する．産業医学
ジャーナル 39-3，69-73.

2）  村田勝敬（2016）　鉛のリスク評価と問題点．
学術の動向 21（9），26-31.

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） Sakamoto, M., Murata, K., Domingo, J.L., Yama-

moto, M., Oliveira, R.B., Kawakami, S. and Na-

kamura, M. （2016）　Implications of mercury 

concentrations in umbilical cord tissue in relation 

to maternal hair segments as biomarkers for pre-

natal exposure to methylmercury.　Environ. 

Res., 149, 282-287. 

2） Maeda, E., Nakamura, F., Kobayashi, Y., Boivin, J., 

Sugimori, H., Murata, K. and Saito, H. （2016）  
Effects of fertility education on knowledge, de-

sires and anxiety among the reproductive-aged 

population : findings from a randomized con-

trolled trial.　Human Reproduct., 31, 2051-2060. 

3）  苅田香苗，坂本峰至，吉田　稔，龍田　希，
仲井邦彦，岩井美幸，岩田豊人，前田恵理，
柳沼　梢，佐藤　洋，村田勝敬（2016）　メチ
ル水銀，水銀およびセレンに関する研究動向
－疫学研究を中心に．日衛誌 71，236-251.

4）  Maeda, E., Higashi, T., Hasegawa, T. et al. （2016）  
Effects of financial support on treatment of ado-

lescents with growth hormone deficiency : a ret-

rospective study in Japan.　BMC Health Serv. 

Res., 16, 602.

5）  Maeda, E., Nakamura, F., Boivin, J., Kobayashi, Y., 

Sugimori, H. and Saito, H. （2016）　Fertility 

knowledge and the timing of first childbearing : a 

cross-sectional study in Japan.　Hum. Fertil., 

19, 275-281. 

環　境　保　健　学　講　座

（旧衛生学）

教　　　 授 村　　田　　勝　　敬
非常勤講師 照　　井　　　　　哲・茂　　木　　　　　隆

塚　　田　　三 香 子・三　　浦　　進　　一
堀　　田　　　　　修

助　　　 教 岩　　田　　豊　　人
前　　田　　恵　　理（4月～）

龍　　田　　　　　希（12月～）
助 教（兼） 阿 久 津　　雅　　典
大 学 院 生 榎　　　　　真 美 子

高　　山　　裕　　子（4月～）
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6）  Iwata, T., Takaoka, S., Sakamoto, M., Maeda, E., 

Nakamura, M., Liu, X-J. and Murata, K. （2016）  
Characteristics of hand tremor and postural sway 

in patients with fetal-type Minamata disease.　J. 

Toxicol. Sci., 41, 757-763. 

学　会　発　表

A. 国際会議
1. International Association for the Scientific Study 

of Intellectual and Developmental Disabilities 15th 

World Congress, August, Melbourne, Australia

1）  Tatsuta, N., Nakai, K., Sakamoto, M., Satoh, H. 

and Murata, K. （2016）　Impact of the Great 

East Japan Earthquake on Intellectual Ability at 

7-year-old Children 

2）  Sakamoto, M., Chan, H., Nakamura, M., Tatsuta, 

N. and Murata, K. （2016）　Relationship be-

tween concentrations of docosahexaenoic acid, 

selenium and mercury in maternal and cord 

blood

2. The 48th Conference of the Asia-Pacific Academic 

Consortium for Public Health, September, Tokyo

1）  Maeda, E., Toyokawa, S., Ishihara, O., Murata, K. 

and Kobayashi, Y. （2016）　Low birth weight and 

cerebral palsy :  a nationwide ecological study in 

Japan

B. 国内会議
（b）地方会

1. 第 13回秋田県公衆衛生学会，11月，秋田
1）  小西哲平，前田恵理，村田勝敬（2016）　地方
自治体による小児医療費助成が子供の受診行
動及び健康に与える影響

2）  伊藤日向子，前田恵理，寺田幸弘，村田勝敬
（2016）　地理情報システム（GIS）を用いた
秋田県の周産期医療に関するアクセスの評価

（c）研究会
（i）全国規模

1. 平成 28年度メチル水銀研究ミーティング，12

月，東京
1）  龍田　希，黒川修行，仲井邦彦，岩井美幸，
佐藤　洋，村田勝敬（2016）　胎児期における
低濃度メチル水銀曝露が出生時体重に及ぼす
影響

2）  村田勝敬，苅田香苗，吉田　稔，龍田　希，
仲井邦彦，岩井美幸，柳沼　梢，坂本峰至，
岩田豊人，前田恵理（2016）　メチル水銀曝露
による健康影響に関するレビュー
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社会環境医学系

総　説・解　説

1） 佐々木久長（2016）　一般住民に対するゲート
キーパー～フォローアップの大切さとサポー
ターとの役割分担～．自殺予防と危機介入 36

（2），31-32．

原　著　論　文

A. 審査を経た論文
1） Yong, R. and Kaneko, Y. （2016）　Hikikomori, a 

phenomenon of social withdrawal and isolation in 

young adults marked by an anomic response to 

coping difficulties : a qualitative study exploring 

individual experiences from first- and second- 

person perspectives.　Open J. of Prev. Med., 

（Jan）, 1-20.

2） Toyoshima, M., Kaneko, Y. and Motohashi, Y. 

（2016）　Leisure-time activities and psychologi-

cal distress in a suburban community in Japan.　
Prev. Med. Rep., 4, 1-5.

3） 萩原智代，佐々木久長，夏原和美（2016）　秋
田県における短期入所生活介護（ショートス
テイ）の施設特性の実態と長期利用に関連し
た要因．日本赤十字秋田看護大学・日本赤十
字秋田短期大学紀要 20，1-10.

4） 畠山朋子，佐々木久長，米山奈奈子（2016）
看護師の患者対応場面での怒り発生とその後
の行動．秋田大学大学院医学系研究科保健学
専攻紀要 24（1），41-52.

5） 備前由紀子，佐々木久長（2016）　高齢者にお
ける希死念慮と二次元レジリエンス要因との
関連．秋田大学大学院医学系研究科保健学専
攻紀要 24（1），53-66.

学　会　発　表

A. 国際会議
1. The 7th Asia Pacific Regional Conference of the In-

ternational Association for Suicide Prevention, 

May, Tokyo

1） Fujita, J., Yong, R., Sasaki, H., Kaneko, Y.,  

Eboshida, A. and Motohashi, Y.（2016）　The 

relationship between social participation and 

psychological distress among community-dwell-

ing elderly adults 

2. The 5th European Conference of Mental Health, 

Sep, Prague

1） Kaneko, Y., Fujita, J., Yong, R., Sasaki, H.,  

Eboshida, A. and Motohashi, Y.（2016）　Study 

on the importance of individual level cognitive 

social capital in suicide prevention among the 

公　衆　衛　生　学　講　座

（旧公衆衛生学）

准  教  授 金　　子　　善　　博（～ 3/31）
非常勤講師 伊　　藤　　善　　信（秋田県健康福祉部参事）

新　　開　　省　　治（東京都健康長寿医療センター次長）
田　　中　　央　　吾（秋田県健康福祉部次長）
中　　路　　重　　之（弘前大学医学系研究科社会医学講座教授）

助　　　 教 ヨン　キム　フォン　ロザリン
再雇用技官 中　　村　　洋　　子
大 学 院 生 豊　　島　　優　　人・佐 々 木　　久　　長

Akita University
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community-dwelling people

3. The 22nd International Association of Child and Ad-

olescent Psychiatry and Allied Professions World 

Congress, Sep, Vancouver

1） Yong, R., Fujita, K. and Sasaki, H.（2016）　Dif-

ferences between younger and older hikikomori 

people

2） Yong, R. and Funakoshi, A.（2016）　Similarities 

and differences between acute social withdrawal 

（hikikomori） and Internet addiction

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 第 40回日本自殺予防学会，5月，東京
1） 播摩優子，備前由紀子，佐々木久長（2016）　
高齢者の自殺に対する反応―高齢者と若年者
の特徴

2） 備前由紀子，播摩優子，佐々木久長（2016）　
高齢者における二次元レジリエンス要因と自
殺の理解度の関連

3） 佐々木久長，備前由紀子，播摩優子（2016）　
高齢者のレジリエンスと自殺による喪失体験
の関連

2. 第 21回日本在宅ケア学会学術集会，7月，東京
1） 萩原智代，佐々木久長，夏原和美（2016）　短
期入所生活介護（ショートステイ）の施設特
性の実態―長期利用との関連と今後の課題―

3. 日本看護研究学会第 42回学術集会，8月，つく
ば

1） 畠山朋子，佐々木久長，米山奈奈子（2016）
看護師の患者対応場面における怒り表出・抑
制の実態と関連要因

4. 日本看護学教育学会第 26回学術集会，8月，東
京

1） 京野順子，佐々木久長（2016）　臨地実習に対
する看護専門学校教員のビリーフに関する調
査研究

5. 日本公衆衛生学会総会，10月，大阪
1） Yong, R.，藤田幸司，金子善博，佐々木久長
（2016）　地域住民におけるひきこもりの予測
因子に関する分析 : コホート研究 

2） 藤田幸司，Yong, R.，金子善博，佐々木久長，
播摩優子，烏帽子田彰，本橋　豊（2016）　コ
ミュニティ・エンパワメントによる社会参加
型自殺対策の効果に関する研究 

3） 播摩優子，萩原智代，佐々木久長，金子善博，
藤田幸司（2016）　自殺に対する反応に関連す
る要因の年代別分析 

6. 日本精神リハビリテーション学会，11月，長野
1）伊藤友貴，佐藤このみ，深川純一，藤井淳一，

Yong, R. （2016）　当事者スタッフと来場者の
皆さんとの語り合いの場 

7. 日本精神衛生学会総会，12月，東京
1） Yong, R.，藤田幸司，金子善博，佐々木久長 

（2016）　地域における若者のひきこもりの予
測因子に関する分析 : コホート研究―自殺念
慮と相談相手がひきこもりになる予測因子―

（b）地方会
1. 東北公衆衛生学総会，7月，山形
1） Yong, R.，藤田幸司，佐々木久長（2016）　ひ
きこもりと生活習慣，心理社会的要因及びソー
シャル・キャピタルとの関連
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著　　　　　書

1） 長谷川仁志，岩田　淳（2016）　Dehydration　
脱水症．日本医学教育学会（編）医学・医療
系学生のための総合医学英語テキスト step1．
メディカルビュー社，pp. 26-35.

総　説・解　説

1） Wood, D.C. （2016）　Gratuitous Ancestor Wor-

ship of （and for） Robert J. Smith.　Anthropology 

News, Society for East Asian Anthropology col-

umn, December （http://www.anthropology-

news.org/index.php/2016/12/08/gratuitous-

ancestor-worship-of-and-for-robert-j-smith/）.

原　著　論　文

A. 審査を得た論文
1）Wood, D.C. （2016）　Large Classes and Great 

Expectations :  Establishing and Evaluating an 

Integrated, Comprehensive English for Medical 

Purposes Program for First-Year Medical Stu-

dents at Akita University.　Journal of Medical 

English Education, 15（3）, 154-161.

2）Watanabe, H., Shimbo, M., Terada, M., Kiso, H., 

Shimizu, S., Oguma, Y., Iino, K. and Ito, H.

（2016）　Tricuspid Valve Chordae Tendineae as 

Protective Filter to Prevent Massive Pulmonary 

Embolism.　Journal of Thoracic Disease, 8（3）, 
225-228.

3） Shimbo, M., Watanabe, H., Watanabe, K., Yamau-

ra, G. and Ito, H.（2016）　Blunt traumatic rup-

ture of the right ventricle : visualization of 

spurting blood using transthoracic echocardiog-

raphy.    European Heart Journal Cardiovascular 

Imaging, 17（11）, 1258.

4） Shimbo, M., Watanabe, H., Oguma, Y., Yamamo-

to, H. and Ito, H.（2016）　Rapidly growing in-

traventricular mass in a patient with hereditary 

hemorrhagic telangiectasia.　Eur. Heart J.-Car-

diovasc. Imaging, 2016 Dec 23.（Epub）

学　会　発　表

A. 国際会議
1. The 32nd Korean Medical Education Congress, 

May, Seoul, South Koera

1） Hasegawa, H. （2016）　A “new wave” for medi-

cal education in Japan : ─ Integrated cross-spe-

cialty training beginning with first-year case-

based medical interview OSCE─（特別講演）
B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 第 18回日本成人先天性心疾患学会総会・学術
集会，1月，大阪 

医　学　教　育　学　講　座

教　　　　授 長 谷 川　　仁　　志
准 教 授 W o o d ,  D o n a l d  C .
助　　　　教 佐　　藤　　輝　　紀（4/1～）
特 任 助 教 佐　　藤　　輝　　紀（～ 3/31）

新　　保　　麻　　衣（10/1～）
事務系補佐員 大　　貫　　佑　　佳・柴　　田　　紀　　子
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1） 新保麻衣，木村俊介，佐藤和奏，須藤佑太，
関勝　仁，渡邊博之（2016）　大動脈縮窄，大
動脈二尖弁，三心房心を合併した無症状の一
成人例

2. 第 89回日本薬理学会年会，3月，神奈川
1） 佐藤輝紀，山口智和，渡邊博之，門脇歩美，
佐藤チトセ，伊藤　宏，今井由美子，久場敬
司（2016）　心不全病態における新規 APJリ
ガンド ELABELAの機能的意義の解明

3. 第 80回日本循環器学会学術集会，3月，宮城
1） 長谷川仁志（2016）　Integrated cross-specialty 

medical education beginning with first-year 

case-based medical interview OSCE : A trial for 

post-clinical clerkship OSCE（会長特別企画 :  

シンポジウム）
4. Anthropology of Japan in Japan （AJJ），4月，宮城
1） Wood, D.C. （2016）　Anthropology, Japan, 

Tohoku : Writing from a Periphery…for a Cen-

ter ?（招待講演）
5. 日本超音波医学会第 89回学術集会，5月，京都
1） 新保麻衣，細谷知樹，佐藤和奏，渡部久美子，
飯野貴子，渡邊博之，伊藤　宏（2016）　長期
生存を得た左室原発内膜肉腫の一例

2） 佐藤和奏，渡邊博之，新保麻衣，高橋久美子，
飯野貴子，伊藤　宏（2016）　ペースメーカ
リード 3本植え込み症例の内頚静脈血流パ
ターン

3） 飯野貴子，渡邊博之，新保麻衣，佐藤和奏，
伊藤　宏（2016）　腎移植術後の心リモデリン
グ改善例の臨床的特徴

4） 新保麻衣，佐藤和奏，渡部久美子，飯野貴子，
渡邊博之，伊藤　宏（2016）　遺伝性出血性毛
細血管拡張症に合併した壁性心内膜炎の一例

6. 第 48回日本医学教育学会大会，7月，大阪
1） 加賀谷豊，石川和信，長谷川仁志，前田邦彦，
菅原亜紀子，小林　元，諸井陽子，荒田悠太郎，
金塚　完（2016）　東北シミュレーション医学
教育研究会の活動～地域におけるシミュレー
ション医学教育の普及を目指して～

2） 片岡義裕，前野哲博，阿波谷敏英，井口清太郎，
井上和男，大脇哲洋，岡山雅信，梶井英治，
竹内啓祐，谷　憲治，長谷川仁志，前田隆浩，
村上啓雄，山本和利，三瀬順一，神田健史
（2016）　全国の地域医療教育プログラムの現
状に関するアンケート調査結果─続報─

3） 蓮沼直子，冨澤康子，佐藤和奏，新保麻衣，
南園佐知子，ドナルドウッド，長谷川仁志
（2016）　Women in surgery 参加報告 

4） 南園佐知子，長谷川仁志，井上裕司（2016）
学生の臨床実習中のインシデント・アクシデ
ント事例 

5） 櫻井惇晶，蓮沼直子，南園佐知子，ドナルドウッ
ド，長谷川仁志（2016）　1年次における臨床
推論・医療面接 OSCE（日本語・英語）が学
生の学習意識に与える影響

7. 第 64回日本心臓病学会学術集会，9月，東京
1） 佐藤和奏，木村俊介，新保麻衣，関　勝仁，
渡邊博之，伊藤　宏（2016）　偶発的に発見さ
れた成人大動脈縮窄症

2） 岩川英弘，飯野貴子，佐藤輝紀，飯野健二，
渡邊博之，伊藤　宏（2016）　経皮的心肺補助
装置装着後，巨大左室内血栓を合併した劇症
型心筋炎の一例

8. 第 20回日本心不全学会学術集会，10月，北海
道

1） 佐藤輝紀（2016）　致死性不整脈を発症した多
発性心室瘤の一例

9. 第 57回日本脈管学会総会，10月，奈良
1） 佐藤和奏，渡邊博之，岩川英弘，佐藤輝紀，
飯野貴子，伊藤　宏（2016）　過剰血管を伴う
左腎動脈高度狭窄に右低形成腎を併発した若
年高血圧症例

10. East Asian Anthropological Association，10 月，
北海道

1） Wood, D.C. （2016）　Repositioning the Anthro-

pology of Prewar Japan : John Embree’s Suye 

Mura and the “Native” Ethnology of Yoshida Sa-

buro

（b）地方会
1. 第 39回日本心血管インターベンション治療学
会東北地方会学術集会，2月，宮城

1） 飯野健二，真壁　伸，関　勝仁，岩川英弘，
加藤　宗，梅田有里，奈良育美，田村善一，
木村俊介，細谷知樹，佐藤輝紀，高橋久美子，
新保麻衣，伊藤　宏，柴田剛徳（2016）　
ROTA Bar 1.25 mmによる 5分間の切削にても
通過困難であった石灰化病変の一例

2. 第 162回日本循環器学会東北地方会，6月，岩
手

1） 岩川英弘，飯野貴子，佐藤輝紀，飯野健二，
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渡邊博之，伊藤　宏（2016）　経皮的心肺補助
装置装着後に巨大左室内血栓を形成した劇症
型心筋炎の一例

3. 第 40回日本心血管インターベンション治療学
会東北地方会学術集会，7月，秋田

1） 高橋裕介，小坂俊光，新保麻衣，真壁　伸，
阿部起実，加藤　宗，山中卓之，相原健志，
伊藤　宏（2016）　当院における虚血性心疾患
の特徴とその経年的変化～立ち上げ 1年目と
2年目の比較～

2） 相原健志，小坂俊光，新保麻衣，真壁　伸，
阿部起実，加藤　宗，山中卓之，高橋裕介，
伊藤　宏（2016）　当院における ACS プログ
ラムの取り組み

4. 第 163回日本循環器学会東北地方会，12月，宮
城

1） 岩川英弘，飯野貴子，佐藤輝紀，真壁　伸，
関　勝仁，小山　崇，飯野健二，渡邊博之，
伊藤　宏，山本浩史（2016）　巨大バルサルバ
洞動脈瘤の冠動脈圧排により心筋虚血を来し
た一例

2） 佐藤和奏，渡邊博之，新保麻衣，佐藤輝紀，
真壁　伸，飯野貴子，関　勝仁，小山　崇，
飯野健二，伊藤　宏（2016）　経静脈リード 3

本植込み症例の内頚静脈血流パターン
3） 木村俊介，飯野貴子，佐藤輝紀，岩川英弘， 
関　勝仁，新保麻衣，飯野健二，渡邊博之，
伊藤　宏（2016）　左心耳閉鎖術の数年後に左
心耳内血栓と腎塞を発症した一例 

4） 梅田有理，渡邊博之，飯野貴子，新保麻衣，
佐藤和奏，渡部久美子，真壁　伸，伊藤　宏
（2016）　心エコー検査で検出される拡張期肺
動脈前方血流の臨床的意義─成人例での検討 

5） 新保麻衣，梅田有理，田村善一，木村俊介，
真壁伸，関　勝仁，小山　崇，飯野健二，渡
邊博之，伊藤　宏（2016）　心臓腫瘍との鑑別
を要した壁在血栓を伴うバルサルバ洞動脈瘤
の一例

（c）研究会
（i）全国規模

1. 第 8回植込みデバイス関連冬季大会，2月，福
岡

1） 吉田由理子，井上完起，大久保健志，矢川真
弓子，谷崎剛平，梅村　純，友池仁暢，新保
麻衣（2016）　レミエール症候群からペース

メーカ感染，システム全抜去を行った症例に
対し，ILR及び RMSを活用し約 1年間のフォ
ローアップを行った 1例 

そ の 他 講 演

1. 秋田東中学校 1年生職業講話会，1月，秋田
1）長谷川仁志（2016）　これからの秋田を語る

2. 薬剤師のためのバイタルサイン研修会，1月，
秋田

1） 長谷川仁志（2016）　解剖学からみたバイタル
サイン各論

3. 平成 27年度医学部・医学系研究科 FD講演会（鳥
取大学），2月，鳥取

1） 長谷川仁志（2016）　1年次医療面接・臨床推
論 OSCEからはじまる基礎・臨床医学と各医
療機関の統合教育の試み～全卒業生のパ
フォーマンスレベル向上を目指して 日本の医
学部に必要な意識改革とは～

4. 心不全と心臓リハビリテーションを考える会，
2月，秋田

1）新保麻衣（2016）　当院における心臓リハビリ
テーションの現状

5. 県内医療充実のための医師・看護師による多職
種連携シミュレーション教育研修ネットワーク
─研修病院の医療安全～かかりつけ医・在宅医
療までシミュレーション教育のこれから─，3

月，秋田
1） 長谷川仁志（2016）　県内医療充実のための医
師・看護師によるシミュレーション教育研修
ネットワーク（教育講演）

6. 平成 27年度全学 FDシンポジウム，3月，秋田
1） 長谷川仁志（2016）　e-ラーニングシステム
（ウェブクラス）について（解説）

7. 平成 28年度国立大学法人秋田大学新採用教員
研修，6月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　eラーニング・システム
“web class”について

8. 第 13回秋田県臨床研修協議会医師臨床指導医
ワークショップ，6月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　医学教育の新しい流れ─
新専門医制度に向けて─（ランチョンセミ
ナー）

2） 長谷川仁志（2016）　コミュニケーションスキ
ルについて考える・医師-患者関係構築，医療
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面接等をいかに指導するか
9. 薬剤師のためのバイタルサイン研修会，7月，
秋田

1） 長谷川仁志（2016）　解剖学から見たバイタル
サイン各論

10. 日本保険薬局協会東北ブロック会議，7月，秋
田

1） 長谷川仁志（2016）　すべては患者安全のため
に！世界最高齢社会の日本に必要なパフォ－
マンスレベルを保証するこれからの医学・薬
学・医療教育／研修の在り方

11. 第 4回あきた「地域医療と総合医」シンポジウ
ム，7月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　今，卒前教育はどう変
わったか : 秋田大学の挑戦

12. 神奈川県 4大学医学部 FDフォーラム 漢方医学
ユニット第 13回合同研修会，7月，神奈川

1） 長谷川仁志（2016）　1年次主要症状ベース医
療面接 OSCEから展開するパフォーマンス保
証の試み─すべては患者安全のための意識改
革─（特別講演）

13. 養護教諭が行うフィジカルケア研修講座，7月，
秋田

1） 長谷川仁志（2016）　学校における救急対応
14. 第 2回地域枠医師の卒後ローテーションとキャ
リアパスを構築するためのワークショップ，7

月，徳島
1）長谷川仁志（2016）　国際認証・情報爆発時代
の医師・医療者に教育・研修の質を保証する
これからの医学教育─県内一体化した卒前教
育～卒後専門研修充実に向けた取り組み─（基
調講演）

15. 日本医師会「第 8回指導医のための教育ワーク
ショップ」，10月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　卒前教育はこう変わった
2） 長谷川仁志（2016）　研修プログラムの立案　
作業テーマの決定と研修目標の作成（グルー
プワーク）

3） 長谷川仁志（2016）　研修方略の作成（グルー
プワーク）

4） 長谷川仁志，南谷佳弘（2016）　これからの卒
後臨床研修に向けての期待と新専門医制度に
向けての初期研修を考える（ナイトセッショ
ン）

5） 長谷川仁志（2016）　研修評価の実施計画の作

成 .グループワーク）
6） 長谷川仁志（2016）　フィードバック技法（こ
れからの理想的指導医とは）（グループワーク）

16. 高校生を対象とした医師育成教育事業 : 医師育
成教育に係る講演，10月，秋田

1）長谷川仁志（2016）　秋田大学医学部　教育・
臨床・研究 2016 : 秋田高校

17. 平成 28年度地域医療を支えるドクター育成事
業メディカルセミナー（2年），10月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　45年前から世界の動向
を取り入れてきた秋田大学医学部の医学教育
の歴史

18. 医学生のための将来，何科に進んでも大切な主
要症状に対する臨床推論パワーアップ実践セミ
ナー，10月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　頭部・胸部・腹部の軽い
症状で来院する killer diseaseを見逃さないポ
イント伝授

19. 平成 28年度地域医療を支えるドクター育成事
業メディカルセミナー（2年），11月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　45年前から世界の動向
を取り入れてきた秋田大学医学部の医学教育
の歴史

20. 第 5回全国シンポジウム日本の国情・2次医療
圏の実情を熟考して理想的医師・医療者育成教
育の展開を考える 2016，11月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　eラーニング・シミュレー
ション教育研修ハイブリッド戦略で各分野の
医学・医療教育研修を質保証する─秋田大 ‘総
合臨床教育研修センター’の取り組みと展望─

21. 高校生を対象とした医師育成教育事業 : 医師育
成教育に係る講演，11月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　秋田大学医学部 教育・
臨床・研究 2016 : 大館鳳鳴高校

22. 第 10回レジデント・スキルアップキャンプ
2016，11月，秋田

1） 長谷川仁志（2016）　あきた医師総合支援セン
ターについて（ランチョンセミナー）

23. 平成 28年度地域医療を支えるドクター育成事
業　メディカルセミナー（1年），12月，秋田

1）長谷川仁志（2016）　これからの医学教育と医
師の魅力

24. 秋田県医師会研修会，12月 15日，秋田
1）長谷川仁志（2016）　保険診療と臨床推論
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そ　　の　　他

1） 長谷川仁志（2016）　『新専門医制度』をチャ
ンスに！─国内外と秋田を直結し，魅力・人
間力ある人材で秋田県を埋めつくす教育・研
修を充実する意識を統合─．秋田医報 2-15

（1488），4-5.

2） 長谷川仁志（2016）　がん診療教育の重要性．
がんプロニュース，14.

3） 長谷川仁志（2016）　総合臨床教育研修セン
ターの挑戦．秋田大学医学部医学科後援会だ
より 46，10-11.

4） 長谷川仁志（2016）　書評 : 内科診断学　第 3

版　医学書院刊．医学界新聞 3175.

5） 長谷川仁志（2016）　書評 : 内科診断学　第 3

版　医学書院刊．内科臨床誌 medicina 53（8）， 
1169.

6） 長谷川仁志（2016）　書評 : 内科診断学　第 3

版　医学書院刊．臨床検査 60（7），800.

7） 長谷川仁志（2016）　書評 : 内科診断学　第 3

版　医学書院刊．糖尿病診療マスター 14（12），
921.

8） 長谷川仁志（2016）　『体重測定』で水分バラ
ンス管理．週刊アキタ 11/25，4.

9） Wood, D.C. （2016）　The Economics of Ecology, 

Exchange and Adaptation : Anthropological 

Explorations.　Research in Economic Anthro-

pology, Volume 36.　Emerald Group Publishing, 

Bingley, UK.（編集した本）
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Akita J Med  44 （Suppl）: 181, 2017

社会環境医学系

学　会　発　表

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 第 48回日本医学教育学会大会，7月，大阪
1） 南園佐知子，長谷川仁志，井上裕司（2016）
学生の臨床実習中のインシデント・アクシデ
ント事例

2） 蓮沼直子，冨澤康子，佐藤和奏，新保麻衣，
南園佐知子，ドナルドウッド，長谷川仁志
（2016）　Women in surgery 参加報告 

3） 櫻井惇晶，蓮沼直子，南園佐知子，ドナルドウッ
ド，長谷川仁志（2016）　1年生における臨床
推論・医療面接 OSCE（日本語・英語）が学
生の学習意識に与える影響

2. 第 54回日本医療・病院管理学会学術集会総会，
9月，東京

1） 南園佐知子（2016）　都道府県・二次医療圏に
おける在宅医療体制の検討

そ　　の　　他

1. 日本医師会「第 8回指導医のための教育ワーク
ショップ」，10月，秋田

1） 南園佐知子（2016）　インストラクショナルデ
ザインと考える技術

報　　告　　書

1） 南園佐知子（2016）　診断群分類データを用い
た秋田県の医療分析─二次医療圏における現
状─

2）南園佐知子（2016）　診断群分類データを用い
た秋田県の医療分析─高度医療の現状─

地　域　医　療　政　策　学　講　座

教　　　　授 井　　上　　裕　　司（～ 3/31）
助　　　　教 南　　園　　佐 知 子
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原　著　論　文

B. 審査を経ない論文
1）  片平昌幸 （2016）　Eラーニングシステムと

OSSを用いたストリーミング動画配信サーバ
の連携の実践報告．2016 PCカンファレンス
論文集 175-176.

学　会　発　表

B. 国内会議
（a）総会・年会

1. 2016 PC Conference，8月，大阪
1） 片平昌幸 （2016）　Eラーニングシステムと

OSSを用いたストリーミング動画配信サーバ
の連携の実践報告

（c）研究会
（i）全国規模

1. 日本医用画像情報専門技師会医用画像情報の管
理 ･ 運用における実務者向けセミナー，2月，

仙台
1） 大佐賀敦 （2016）　病院情報システムにおける
セキュアな環境構築～書き込み制御機能付
USBメモリと仮想化技術を用いた外部媒体・
ネットワーク経由の脅威への対応

2. 一般社団法人コンピュータソフトウェア協会 エ
グゼクティブセミナー in秋田，7月，秋田

1） 大佐賀敦，菅野光洋 （2016）　秋田大学医学部
附属病院における ICT技術の医療への活用事
例 

そ　　の　　他

1. 学術誌編集委員
1） 片平昌幸（2016）　「コンピュータ＆エデュ
ケーション」Vol. 40, 2016年 6月，コンピュー
タ利用教育学会

2） 片平昌幸（2016）　「コンピュータ＆エデュ
ケーション」Vol. 41, 2016年 12月，コンピュー
タ利用教育学会

医　療　情　報　学　講　座

准  教  授 片　　平　　昌　　幸
非常勤講師 近　　藤　　克　　幸（秋田大学 理事・副学長）

八　　木　　英　　一（秋田赤十字病院）
助　　　 教 大 佐 賀　　　　　敦
大 学 院 生 木　　村　　　　　匠

Akita University
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